
私の祖父川村モノクテは、近文アイヌのコタンコロクル (村長)で、私が生まれた明治

三〇年には、いまの旭川市川端町の石狩川のすぐそばに、ササで作つたアイヌの大きな

家を建てて住んでいました。

…工カシ(おじいさん)の家が大きく立派だつたことと言つたら、子供′じに、こんなに

大きな家をどうやつて作るのだろう、と不思議に思つたほどでした。家の南側にあ

る戸□を入ると広い土間があり、その落手の壁に部屋へ通ずる戸□があります。こ

こに立つと日の前に大きなアペ (炉)が、正面にはロルンプヤラ (神窓)が見えます。

家中の床、壁にはフチ (おばあさん)と母が編んだきれいなチタラベ (ごJが すき間
なく張ってありました。

ロルンプヤラは、神から授けられた肉を運び込んだり、儀式の祭具を出し入れす

るための神窓で、窓の左手の壁には、守り神や祭事の用具、宝物、狩猟の道具類な

どを納めたイヨイキリ(神棚)があります。

村の大事な儀式は、このロルンプヤラとイヨイキリの前で行いました。正装した

四、五〇人の男たちカミ ロルンプヤラの前に、樟二列に、ごちそうを間にはさんで

向かい合つて座ります。儀式のあとは、男も女も炉のく
゛
るりに座り、酒を飲みなが

ら夜、ζ、けまで歌ったり踊つたり、炉ぶちをたたいてユーカラをしたり、とてもにぎ

やかでした。

父が猟で獲物を捕った時にも村中の人が家に来ました。父は狩猟の名人で、よく

クマを捕りましたが、必ず、村の人たちにクマの肉を炊いて食べさせたのです。い

つも、まず最初に、体の弱い人と走人を呼びました。
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